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　テキスト中の副説文頭を次にみてみると：
　4）Mldt　paa　Dagenは（習慣的に）文頭におかれうる。時を表す副詞旬であるが，5）6）の文
でも文頭に，‘午後，，‘夜’と同じく時を表す語がきている。それゆえ，この副講旬は時の推移を
強調するために文頭に出されたと考えられる。15）Paa　Gra∋sseltteme，17）Nogle　Steder，29）
Her　i　denne　hφje　Luft　lま場所を　26）paa　gallske　kort　Afstandは距離を　23）Naar　ma漁ser＿
afrikansl〈e　Hφjlande　27）王Middagshedenは条件を表している。
　9）der（var　ingen．．．）は存在を表す。19）のdogはテキストのは分析の中で述べたように強調
のため文頭に出てくる。
　2．次に聞題になるのは，文頭と文全体の重さ（veegt）とのバランスである。現代文では文頭
が軽く，文の後の方に多くの内容を入れ，文尾を重くするのが普通℃あり，それによって文は
バランスを保っている。文頭が長く文尾の短い場合，文全体が頭でっかちの感を与え，文頭が重
くバランスがくずれ勝ちになる。しかしこれらの文は述語にくるまで緊張感をもたせ，読者に期
待感を持たせるという効果をそれなりにもつわけである。（22）の例で説明したように，述部は
Luften　selvの二語であるのに対して文頭は9語と多く，この効果をねらっている。）古典的文体
をつくり上げようとする作家はしばしば意魍的にこの文頭を重くする方法を絹いて文体効果をあ
げている。
3．こxでは文の第2の要素であり，文の中央域（vsa，cf．文の分解図表）に位置する定動詞
について検討をすyめる。
　テキスト中の定動詞は自動詞（23），他動詞（12），助動詞（1）となっている
　廟動詞：var（12回），　bliver，　blev，　b猛nkede，　bφlgede，　groede，　laa，　randt，　sprang，　strevbte，
　　　　　vaagnede，　voksede．
　イ出動詞：　havde（2回），　farvede，汽k，　fordoble（ie，　forenede（sig），　gav，　genspejlcde，　indaande－
　　　　　de，　skabte，　trak（sig），　trak（vejr）．
　上記のように動詞36語申，自動詞が最も多い。veereの過去形var　12回がトップで次にbliver，
blevと，現在形と過去形の両方が出てくるが，現在形bliverは助動詞的に用いられている。一
方他動調ではhavdeが2回，　forenede　sig，　trak　sigは再帰動詞である。
　助詞詞はkunde一つである。
　テキスト申自動詞が他動詞に比して多い（23：12）ことは，テキストの内容が静止状態にある
風暴描写が大部分であることから理解される。また一方他動詞をみると，その種類がある程度限
定されていることがわかる。すなわちhavdeは主語の状態を表し，2つの再帰動詞‘一緒になる’
‘伸びる，もその動作は主語に帰着し農動詞的な性格をもっている。fik，　farvede，　gavなどの他動
詞も，こXでは動作を表すというよりも，文中のLR的語がそういう状態になった結果の方が大切
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である。（14）…様子になる，26）青色になる，13）…の威風をもつ）indaandedeも昌的語et　vildt
Haabを取ってはいるが‘息を吸い込む7という自動詞的な意味をもち，同じように，29）£rak
も驕的語vejretを取っているが，これも二語で‘呼吸’することで，全く自動詞的な意味内容を
表す。残りの3つfordoblede，　genspejlede，　skabteが純粋の意味で他動詞的な動作を表す。こ
のようにみると他動詞中3／4が露動調的な意味内容を表現している。また4）の助詞詞の後にも
雌eと富動詞が続いている。
　状態を描写する自動詞の数が多く，その上他動詞も実際の動作よりも結果としての状態を表す
ものが多いことがみられたこのテキスト内容は，動きの少い大囲然の描写を主としていて，この
内容を適切に表現する文体であることが動詞の検討からもうかゴえたのである。
　更につけ加えれば，全体が23）30）を除いては，過去形で記されていることは何か理由がある
のだろうかということである。作家によっては‘歴史的現在’による描写を試みるのであるが，
Blixenはあえてその方法を取らなかった。これは彼女の執筆当時の落ちついて自儒にみちた心
理状態と関係があるのかも知れない（14）。
　4，　　節　（ledseetning］Eng．　clause）
　一般的にみて学徳的な文や法律文には節が多いが，散文の文学作品では古いものや古典になぞ
らえたものは多くの節を含んでいるといえる。テキスト中＊＊ffの文は節を含み，次のようになっ
ている：4）som　om＿Solen（副講節一比喩　7）der＿Jorden（形容講節一比較強調）　14）som
om＿dirrede（副罰節一比喩　17）saa＿at（副講節一原因・結果の関係　18）some　man＿Skove，
（形容詞節一一どんな種類かの説明　23）Naar　man＿H¢jlande（副詞節一条件　23）som　om．．。
Luften（副詞節一前に来るdetを受けて，比喩的説明）24）saa　lys，　at＿Skyer（副詞節一原因・結果
の関係　24）der．．．den（形容詞節一状態の説明　27）der　breendte（形容詞節一動作の説関）30）
Nu＿vEx）re．（名詞節一葭的の内容説明）30）hvor　jeg　skal　va∋re（翻詞節一どんな場齎かの説明）。
　テキスト中23）24）30）は二つづつ節を含み，合計12の簾がある。副詞簾，形容詞蹄，名講節
の割合は7：4：1である。全文中9文のみが節を含んでいることは，さして多いとはいえないに
しても，この事実は，テキストが企くの口語体で書かれたものではないということの一つの根拠
となっている。節の申に更に節を含む，こみ入った構造のものは24）と30）である。30）は主文
の動詞の目的となっている名詞節を含んでいて，この節のみが薩接藷法で書かれている。
　副詞節には比喩，推論，説明，条件，時などの種類があり，形容詞節には比較強調や説明の記
述がみられ，名詞節では述語の内容説明を行うなど，いずれの場合にも説明のための記述が多く，
全体の節の半数を占めている。
5．形容詞の並列
　テキスト中では，形容詞及び形容講用法の動詞不定形が並列して使用されている澗駈が霞をひ
く。以下例をあげて検討を加える：
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　5）klare　og　svale　8）sparsomt，　stra．kt　　10）torre　og　bra∋ndte　　Z1）tyRdt　og　let，　epbygget．，．
　12）brede，　vandrette（Lag）　13）a）palmeagtig，　bevinget（Silhouet）b）roma且tisk　og　heroisk
　（Rolding）　　15）gamle，　krogede（Tjφrnetreeer）　　19）store，　vεegtige，　tungtduftende（L呈1jer）
　2G）veeldige，　uende玉ige（Udsigter）　24）vεeldige，　va∋gtlφse，　omsl〈iftende（Skyer）
　25）sk3ult　blaa（Kraftki玉de）　　26）dybt，　frisk　himmelblaat
　上記の12文に形容詞の並列をみたが，そのうち，最初の4つ，5）8）10）11）は補語として矯い
られ，残りの12）～26）では名調を修飾している。　（たx“し26）は副詞的に形容詞を修飾する。）
8）にみられるように，straktは動詞strおkke〔イ申ばす〕の過去分詞で，動詞の持つ意味がなお強
く残っている。この8）を除いた他の3文は，並列させる時，接続詞09（Eng．　and）を用いてあ
るが，修飾的に用いられた場合は13）を除いて，いずれの場合にも使用されていない。このこと
は次々とたXみかける修飾語で描写に張をもたせる効果がある。
　二種類の形容詞をつかっているが，その効果をみると，先ず，本来の形容詞で落ちついた状態
を描写し，更に動調の形容詞的用法を用いてみたXみかけ，ダイナミックな動作の描写を試みて
いる。定動調の項（c£3）でみたように，主文の動詞には動きが少いのであるが，金体の文のリズ
ムが単調に落ち入らないのは，形容詞が細部で動的な印象を与えるからである。
　なお特筆すべきことは，並列の形容詞が現れてくる文は，24）を除き，すべて単文であるとい
う点である。作者は，節を含む複文のなかではその技法を避けており，記述が複雑になり，文に
重厚な感じを与えないよう意図したことがうかX“える。
　作者がこのように文の構造によって，形容詞の用法を使いわけることは，各々の文をすっきり
と洗練させることになる。
6。文相互の接続
　1）～30）までの接続の方法をみると，本来の等位接続詞men，09（Eng．　but，　and）がそれぞれ，
4回，2回と用いられているのみで，接続詞の使用は極めて少い。この二語以外は需いられてお
らず，副詞（旬，節）が文から文への円滑な接続をを助けている。このように接続詞の使用が少
いことは，テキスト申の各文の歯切れをよくする。
　7．　感覚的な表現
　テキスト中には色彩や形に関する絵画的な表現が多く，また喚覚や触覚に関するものも混って
いる．次に意味内容を和文にした上で，それらの表現を列挙してみる：
　Zl．色彩：9）（膏々した）熱帯のようではない，10）乾燥して焼けた色，24）空の色，25）
かくれた青色の力の源泉，26）濃い青色に染った峯。（5文）
　ア．2．形：8）線状に伸びる景毯，12）丸天井形でなく，水平の燭かあるいは放物線状に茂る木
の葉，13）シュロか翼をもったような形をした木，15）蘭りくねって，ぼつぼつ立つ木。（4文）
　7．3．喚覚：16）臭を放つ草，17）録をつく強い香，19）芳香を放つ百合。（3文）
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　7．4．感触：4）非常に暑い，5）涼しい午後や夕方，6）冷えびえする夜，27）熱気を含む空気，
28）強い熱風29）呼吸のしやすい空気。（6文）
　テキストなんらかの感覚的な表現を含む文と含まない文の比は3：2となっている。これらの
表現は一種類の感覚に片よることなく，視覚，嗅覚，触覚と各種にまたがっている。　（こSでは
聴覚がないが…）
　たまたまこのテキストにこれらの表翼が多いのか，あるいは他の作品にも多いのかは他との比
較によってわかるだろうが，こXからみただけではBlixenの文には感覚的な表現が豊かだとい
えよう。
　アフリカの農園について語ろうとする隣，作者は例えば，その入手の方法や時期，また価格な
どについて記述し始める裏で物語を展開させてもよいわけであるが，彼女はそうしなかった。こ
れから物語の中で語ろうとするアフリカの原住民，自然，動植物，白人との間に起きる出来事な
どを読者に語る前に，農園のある高原を，形，色彩，臭い，感触を含む表現からとらえ，蔭己の
内的な理想と含一させるという操作をしている。この方法は，今後作者が，アフリカについて物
語る疇事物を細かく観察し，記述し，しかもそれらと作者自身の内なるものとの出会いが，いか
なる意味をもってくるかということを主たるテーマにしてゆくこと）”関わりをもっている。
　視覚ではとらえにくい空気，大気といったものについて述べること霞体を考えても，テーマの
選択がユニークである上，呼吸がしやすいと，生理的にとらえ，更にそれを自己の1有的な野性的
な希望とに結びつける点などもBiixen独特の強い感受性と高い知性を表していると思われる。
　テキスト分析ですでに述べたが，例えば，膏い色に多くの象徴的意議を持たせている点などは，
同時代のリアリズム作家たちには見られない。これは当時としては新鮮な試みであった。
　8．　比　喩
　Blixenの比喩の特異性については，その考察の一部をすでに記したが，（cf．学報44，「詩人」
にみるその文体pp．92～5）このテキスト申にあっても数多くの比喩（直喩）がsom　om，　som
（Eng．　as　if，　as）という形で用いられている。これらは事物をあざやかに描き出すと同時に，極め
て興味深い，作家の意識下の世界をのぞかせているのである。
　4）日中の暑さ→太陽の近くまで登る
　10）あたりの景色→陶器づくりの仕事の色
　13）ロマンチックで英雄的な態度→帆を巻き上げた快速帆船
　14）奇妙な姿をした森の端→森全体がぶるぶる震えている
　21）まわりの臨然→偉大さ，自由，高貴さへの努力
　23）アフリカの高原での生活→空中での生活
　27）EI中の動く大気→燃える燈
　28）輝き，波打ち流れる空気→水
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　29）野生的な希望→翼
　各々の比喩についてはテキスト分析中に述べたが，その種類はB常性を帯びたもの（4）10）14）
27）28））から奇抜な想像（23））や紬象の世界（21））にまたがって多様である。船に関するもの
から海を思わせるもの（13））は作者の一連の海底に関する比喩と思われ興味深い（c£「詩人」に
みるその文体．p．　94）。翼から鳥を思わせ更に自由へと導かれる作者の幼い時から持ちつゴけ
た象徴的な意味をもつもの（29））が目につくが，また，田常的ではあるが大気を嬬に（27））．
空気を水に（28））懸える種類の比喩は原始的で深い意味を含むように思われる。具体的なもの
を抽象的なものに（21）），反対に袖象的なものを異体的なものに（29））という手法もBlixen
はよく用いる。日常的なものでもイメージの組合せに奇抜さを与える4）などには新鮮昧を覚え
る。．
　作家の生命力としてのイマジネーションの豊かさは比喩を駆使することで示され，そこに作家
の創作力が躍動していることを感じさせられるのである。Blixenの作品にはこの比喩が豊富に
みられ，これが文体上の大きな特微の一つになっている。それらは読者を思わずほ㌧えませ，考
えさせ，驚かせ，彼女の操る言葉と思索の世界へとわれわれを導き入れるのである。（つS“く）
注
1）　IDUN　IV　pp．33～38
2）内容については，‘カーレン・ブリクセン「SORG－AGRE」一人閲の条件’（外大．学報311974，　PP．　67－
　　82）｝ご発表した。
3）カーレン・ブリクセンー「詩人」にみるその文体一（外大学報44，1979，pp．　81－101）
4）‘SORG－AGRE’p．427…しかし荘園は丸天井の形をした木々の群の中に，しなの並木道のつくり出す荘
　　大なピラミッド型のシルエットが大空に向ってそXり立つ場藤に位置していた。…
5）ブリクセンの父は彼女が10才の縛に自殺し，彼女はその父とよく散歩した二人だけの世界にひたること
　　がしばしばあった．（7ilania：P，22）
6）　　cf．　Tlte　Life　αnd　ヱ）esti？tY　of　lsaie　Dine∫eit，1970，　p。113．
7）高地生活ニ…この開口部から人々は低地に休養に出かける。なぜならば2000メートル以上の高地になが
　　くすむと，慢性高山病に羅るからである。（松枝張：エチオピア絵賑記1976p．22）
8）　‘Den　unge　mand　med　Nelliken’，　Vi？tterevetztYr
　　貴嬬人ヘレーナは航海中，船火事に会い一入の水夫に助けられ，彼と別れてからもまわりの世界が樗か
　　った時のことが忘れられず，ホ轟の膏色の陶器を求めて旅をつゴける。やっとそれをみつけ，死んだら
　　その中に自分の心臓を切り取って入れてくれるようにたのむ。
9）　　‘Peter　Rog　Ros包㌔　グintereventγr
　　船のりの妻は，夫がへさきの婦入像の鼠にブルーの宝石をはめた事をしっとし，それをガラスに取りか
　　える．その後彼女は眼をわずらい航海中に夫の船は昼間，岩にあたり央は再びもどって来なくなった．
10）　　遼掻～　（Osceola，　P．147）
　　ブリクセンの少女時代の作（…膏いのは頭上α）風，…青いのは足下の海原…）はじめペンネームとして
　　Osceolaをつかい，死後，岡じタイトルで初期の時代の作品が一冊にまとめられた。
11）ブリクセンは首都南部の漁村に滞在申‘膏い部麗’に生活し，（c£学報33，Pほ58），「アフリカの農園」執
　　筆中の愛用の自動車も青い色だったという。（Tita7zia，108）
89
12）
13）
14）
短編中の作品中には明らかに「アフリカの農鐵」経験を紫材としたと思われる箇所がちらばっている。
そのほんの一例であるが，原住艮のキナンジユイの弊のことを述べた116頁は“イップとアデライデ”
107頁の記述として用いられているといったことである。
Osceola，　p．141‘Vinger，
「アフリカの農園」執筆当時，すでに帰国後数年たっていたが，1934，35年の処女作「七つのゴシック
物語」が予期せぬ成功をおさめたこともあって，この第2の作品は出版拙も定まり，作着は落ちつく場
所もユトランド北端のスカーエンにみつけ，精神的に余膚をもっていたと思われる。
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